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議案第 108号盛岡市宿泊税条例に対する修正案 

盛岡市宿泊税条例の一部を次のように修正する。 

第17条第１項第１号及び第２号中「第13条第１項」を「第14条第１項」に改め、同項第３号及び

第４号中「第13条第２項」を「第14条第２項」に改め、同条を第18条とする。 

第16条を第17条とし、第15条を第16条とし、第14条を第15条とする。 

第13条第１項中「第10条第１項」を「第11条第１項」に改め、同条を第14条とする。 

第12条を第13条とし、第４条から第11条までを１条ずつ繰り下げ、第３条の次に次の１条を加え

る。 

（課税免除） 

第４条 次の各号のいずれかに該当する者に対しては、宿泊税を課さない。 

(1) 学校（学校教育法（昭和22年法律第26号）第１条に規定する学校（大学を除く。）をいう。

以下この号において同じ。）が教育上の見地から行う修学旅行その他の学校の行事に参加して

いる者 

(2) 前号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

附則第３項中「第６条第２項」を「第７条第２項」に、「第８条第１項」を「第９条第１項」に

改める。 

附則第４項中「第７条第１項」を「第８条第１項」に改める。 

提案理由 

宿泊税の課税免除の対象とする者を定めようとするものである。 


